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　6）興銀産業調査部編の第4版
　1984年1月の第4版のはしがきには，つぎのように書かれていた。「二度
にわたる石油ショック，これに続いた経済の世界的低迷など，わが国をとり
巻く70年代の状況には厳しいものがあったが，この中で先端技術業種を先頭
にわが国産業の展開には著しいものがあり，今後世界景気の回復とともに，
さらに新たな歩みを進めようとしている。すでに自由世界の1割を占めるに
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至ったわが国経済を支える産業の実力は，相対的に不振の素材産業を含めて
世界のトップランクにある。（中略）。また国内的にはサービス産業化，さら
に情報化といった方向は一層進展しており，これを反映して多種多様の新
サービス産業が輩出しているなど，産業構造も大きな転換の過程にある」。
初めて日本興業銀行産業調査部編となったこの第4版の1986年10月刊行の第
4刷でみると，本書の目次は以下のようになっていた。
第1章　戦後日本の産業発展と今後の課題
　第1節　戦後から1960年代に至る高度成長／第2節　低成長への転換を余
　儀なくされた1970年代／第3節　1980年代の産業構造の展望と日本経済発
　展への課題
第2章産業の見方・考え方
　第1節　変貌する産業構造／第2節　日本の企業経営／第3節　日本の産
　柔組織／第4節　産業技術と技術開発／第5節　産業の国際化／第6節
　産業政策の課題
第3章　素材型産業
　第1節鉄鋼業／第2節非鉄金属産業／第3節石油産業／第4節電
　力産業／第5節　化学工業／第6節　繊維産業／第7節　紙・パルプ産業
第4章　組立加工型産業
　第1節　自動車産業／第2節エレクトnニクス産業／第3節情報産業
　／第4節一般機械産業／第5節造船業
第5章生活関連産業
　第！節　住宅・都市開発産業／第2節　サービス産業／第3節　大型小売
　業／第4節　運輸産業
　叙述分量が263ページで「第3版」よりも70ページ近く少なくなったこと
だけではなく，一部の部外者を含んでいるとはいえ基本的には興銀産業調査
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部スタッフの執筆によってできあがっている本書の章節構成は，東洋経済新
報社自身の編であるかつての四つの版はもとより「第3版」とも，大きく異
なっていた。その第1は，「産業構造も大きな転換の過程にある」という問題
意識の反映からか，総論にあたる部分が「第1章　戦後日本の産業発展と今
後の展望」の歴史的な分析の章だけでなく，「第2章　産業の見方・考え方」
で産業構造・産業組織・産業政策から企業経営や技術開発までの多角的な側
面から理論的な考察をしていることである。その第2は，製造業の各業種を
基本的に「第3章　素材型産業」と「第4章　組立加工型産業」とに大別
し，素材型産業に電力産業などのエネルギー系産業を含めて鉄鋼業などの金
属系工業と紙・パルプ産業などの化学系工業を，組立加工型産業に機械工業
の各業種をまとめてあること。その第3は，サービス経済化あるいは資本に
よる国民生活の包摂の進展に対応して，「第5章　生活関連産業」と名付け
た章で建設業および第三次産業の各部門を論じていることである。そして第
4は，コンピュータを中心としたハードウェア製造業の発達を基礎とした情
報化の進展によって広範囲に展開していく情報産業を総合的に論じようとし
て，ソフトウェア業および情報関連サービス業も含めた情報産業という節を
組立加工型産業の章のなかに設けたことである。その第5は，名島太郎編の
「第3版」では「第2章　エネルギー産業」の「第2節　エネルギーの生
産」のなかで石油の精製や電力の生産とともに石炭の生産も叙述されていた
が，本書ではエネルギー産業関係は石油産業と電力産業だけになってしまっ
ていたことである。さいごに第6は，食品工業（かつてはそれ．と一緒にある
いはそのなかに水産業が含められていた）に関係した項目がなくなり，最終
的に農林水産の第一次産業とのかかわりを論じる部分が消えてしまったこと
である。
　より詳しい考察は別の機会にせざるをえないが，本書から編者が日本興業
銀行という重化学工業大企業を中心とした日本の高度経済成長を産i業金融面
から積極的にバックアップしてきた大手の長期信用銀行の産業調査部に変
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わったことは，かつての東洋経済新報社自身が編老であった時期の『日本産
業読本』の特質を基本的に変えていくことも認めてしまったことになるので
はないか。かつての時期の『日本産業読本』の特質を必ずしも全面的に肯定
しているわけではないが，とくに肯定的に評価してきた部分について少なか
らず憂慮しているし，それとあわせて最終的に農林水産の第一次産業とのか
かわりを論じる部分が本書のなかから消えてしまったことを大変残念に思う
のである。
　7）興銀産業調査部編の第5版
　！989年1月の第5版のはしがきには，つぎのように書かれていた。「『日本
産業読本（第4版）』を刊行して以来約5年が過ぎた。この間わが国経済は，
1985年秋のプラザ合意以降の急激な円高進行の下で，かつて経験したことの
ない大規模かつドラスティックな構造変化に直面した。これまでも日本経済
は，敗戦，国際通貨危機，そして二度にわたb石油危機など，度重なる転機
に直面したが，そのつど危機に対する卓煩した対応力により，見事にこれら
を乗りきってきた。しかし，現在進行中の環境変化は，これまでの変化とは
根本的に異なる。すな：わち，為替レートの調整のみならず，技術革新，情報
化の波，消費者行動の変化，さらにNIESの台頭など，21世紀に向かう時代
の大きな『うねり』を背景とするものである。その下で，日本産業は，21世
紀に向けた構造転換に取り組んでおり，その過程で大きく変貌しつつある」。
そして，1989年3月に刊行された本書の目次は，以下のようであった。
第1章戦後日本の産業発展の過程
　第1節　経済自立への胎動（戦後経済復興期）／第2節　重化学工業化と
　規模の経済性の追求（高度成長期）／第3節　二つの危機による低成長へ
　の移行（石油危機後の調整期）／第4節’日本経済の現状と21世紀産業社
　会への展望（円高の克服と新たなる発展段階への移行）
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第2章新たなる発展段階を迎えた日本産業
　第1節　構造転換の推進／第2節　日本産業の新潮流／第3節　変貌する
　日本産業の姿／第4節　産業政策の課題
第3章　素材産業
　第1節　鉄鋼業／第2節　非鉄金属産業／第3節　化学工業／第4節　繊
　維産業／第5節　紙パルプ産業
第4章組立加工産業
　第！節　自動車産業／第2節電子・電機産業／第3節一般機械産業／
　第4節　造船業
第5章社会資本関連産業
　第1節住宅・都市開発産業／第2節　リゾート産業／第3節情報通信
　産業
第6章生活関連産業
　第1節　食品産業／第2節　サービス産業／第3節　大型小売業／第4
　節運輸産業／第5節消費老信用業
第7章エネルギー産業
　第1節　電力産業／第2節　都市ガス産業／第3節　石油産業
　叙述分量が296ページで第4版よりも30ページあまり増えたというだけで
なく，執筆者は全員日本興業銀行の産業調査部のスタッフとなり，しかも第
4版のメンバーとは全員入れ替わっている本書のおおまかな特徴はつぎのよ
うであった。その第1は，総論にあたる部分は第4版と同様に二つの章を当
てながら，「まず日本産業の戦後の発展過程を振り返った後，構造変化の中
で生じつつある新しい産業潮流について述べ，その下で今後の産業構造の展
望を試みた」とあるように，「第2章」が一般的・理論的なアプローチよりも
歴史的・段階的位置づけを中心とする方向に変わったことである。その第2
は，電力と都市ガスと石油の各産業が「第7章　エネルギー産業」として再
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びまとめられたことである。その第3は，住宅・都市開発とリゾートと情報
通信の各産業が「第5章　社会資本関連産業」として設けられた新しい章に
まとめられたことである。そしてその第4は，住宅・都市開発産業が除かれ
た「第6章　生活関連産業」では，新しく消費者信用業の節が付け加えら
れ，また再び食品産業の節も設けられたことである。
　本書の「第2章」のなかの「第4節　産業政策の課題」のさいこの「地方
経済活性化の推進」のところに，「大阪をはじめとする各地方中核都市で，先
端技術産業やレジャー・サービス産業などの都市型産業を振興し，それに
よって東京の吸引力を弱めていくことが必要である。その意味からすれば，
従来の工業再配置型ではない，生活・文化創造型の新しい発想による，地方
経済活性化策の推進が強く求められることになろう」と述べられている。し
かし，本当に生活・文化創造型の新しい発想で地方経済を活性化’し東京の吸
引力を弱めていこうとするならば，大阪をはじめとする大都市や多数の地方
中核都市をミニ似而非東京化しようとするのではなく，独占的大企業本位の
視野でなく，各地方の勤労住民や地場的企業や第一次産業を長期的に守り育
てるといった視野からの発想こそが求められているのではなかろうか。
　8）興銀産業調査部編の第6版
　1993年3月の第6版のはしがきには，つぎのように書かれていた。「『日本
産業読本』（第5版）を刊行して以来約4年が過ぎた。この間わが国経済は，
86年後半以来の長い内需拡大期に終わりを告げ，深刻な不況に突入していっ
た。これまでも日本経済は，多くの不況を経験してきたが，そのつど危機に
対する卓越した対応力により，見事に不況を乗り切ってきた。しかし，これ
までの不況は，二度の石油危機，円高不況に代表されるように，原油の急騰
や為替の急激な変化等，外的な変化による外傷的な性格が強かったが，今回
の不況は日本経済自らが招いた『内臓疾患』的な色彩が濃い。実際，80年代
後半の内需拡大期には，作り過ぎ，売れ過ぎによる需要の先食い状況が続
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き，現在経済全体がストック調整に坤痛しているわけである。増収増益を繰
り返してきた日本産業も，90年度以降収益が悪化，売上高の伸び率鈍化と固
定費の増嵩を受けて，産業全体が収益構造の改善に注力中といった状況であ
る。90年代は地球環境問題，労働力不足問題，対外経済摩擦問題等，多くの
課題が山積みであり，日本産業は中長期的な観点からも構造転換に取り組み
っつある」。そして，／993年4月に刊行された本書の目次は，以下のようで
あった。
第1章　日本産業の発展過程
　第1節　経済復興期から高度成長期へ／第2節　二つの危機による低成長
　時代への移行／第3節　円高の克服と平成景気／第4節　日本産業の問題
　点と今後の展望
第2章　産業社会システムの変革とE体産業の成長性
　第1節　日本産業を取り巻く環境変化／第2節　21世紀に向けてますます
　注目される環境問題／第3節産業社会システムの再構築／第4節成長
　産業と日本産業の成長性／第5節　産業政策の課題
第3章　素材産業
　第1節　鉄鋼業／第2節　非鉄金属産業／第3節　セメント業／第4節
　化学工業／第5節　繊維産業／第6節　紙パルプ産業
第4章　組立加工型産業
　第1節自動車産業／第2節電子・電機産業／第3節　ソフトウェア産
　業／第4節　一般機械産業／第5節　造船業
繋5章　社会資本関連産業
　第1節　住宅，不動産業／第2節　建設業／第3節　情報通信産業／第4
　節　運輸産業／第5節　リー功業
第6章生活関連産業
　第1節　食品工業／第2節　余暇関連・サービス業／第3節　大型小売業
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　／第4節シルバー産業
第7章エネルギー産業
　第1節電力産業／第2節都市ガス産業／第3節　石油産業
　叙述分量が20ページ増えて316ページとなったこの第6版は，第5版の刊
行から4年しか経っていないためか，全員日本興業銀行の産業調査部のス
タッフである25名の著者のうち6名が第5版と重複している。また，本書の
基本的な構成も変わっていないように思われるが，いくつかの点で内容の変
化がみられる。その第1は，総論の部分では歴史的な発展過程を述べた「第
1章」に続く「第2章」が，地球環境や社会システムとの関連から産業成
長・産業政策を考察するようになっていることである。その第2は，「第3
章　素材産業」にセメント業の節が増え，また「第4章　組立加工型産業」
にソフトウェア産業の節が増えていることである。その第3は，「第5章
社会資本関連産業」と「第6章　生活関連産業」とでは，それを構成する節
を入れ替えたり，それぞれリース業やシルバー産業のように新しく加えたり
して，日本産業それ自身とそれを取り巻く新しい変化に対応しようとする工
夫をしていることである。
　本書の「はしがき」のなかでの「今回の不況は日本経済自らが招いた『内
臓疾患』的な色彩が濃い」という指摘や，「第1章」㊧なかの「第4節　日本
産業の問題点と今後の展望」の最：後の部分で，「国際的舞台においては，その
経済的実力に見合ったリーダーシップを発揮することが求められる一方，国
内においては生活者の立場に立った豊かな社会の実現が求められているわけ
である」と述べていることなどから判断すると，現代日本の産業経済が構造
転換を求められているという意識はかなり強くあるようであった。しかしま
たそのことが，高度経済成長過程や石油危機以後の日本の産業経済のたどっ
てきた道筋の基本的な在り方そのものまで含めて本書が考え直していこうと
しているようには，今のところ筆者には明確に思われなかった。
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3．戦後日本の産業発展の分析視角
　わずか300ページ前後の叙述分量しかない「読本」，つまり入門書にあまり
多くを望むことは，そもそも間違っていることかも知れない。しかしながら
本稿で考察の素材とした『日本産業読本』は，朝鮮特需ブームに．より戦後日
本の産業発展がようやく軌道に乗り始める1950年7月にいち早く東洋経済新
報社（戦前から日本の経済・産業・企業に関する書物の専門的な出版社で
あったといっても良いであろう）自身の編で刊行され，その後編者は他に変
わっていくものの，引続き最新刊の1993年4月半第6版に至るまで東洋経済
新報社から刊行されている。本書はいわば歴史も定評もある日本産業につい
ての「読本」であり，戦後日本の産業発展の分析視角を論ずる際の一つの素
材として決して不適当ではないであろう。多少ないものねだりになるかも知
れないが，ここでこれまでみてきた東洋経済新報社刊行の八つの版の『日本
産業読本』に対する注文を述べておきたい。
　なんといってもその第1は，この『日本産業読本』自身の内容に農林業が
最初から最後までまったく含まれていないことである。1950年代から今日に
至るまで『日本農業読本』が別に刊行され続けているということ自体は充分
に評価に値することとしても，農林業の項がこの『日本産業読本』の内容に
一貫して含まれていないということは，日本産業の総合的な「読本」として
の本書の決定的な弱点の一つであるといわざるを得ない。つまり日本の農林
業は，その生産過程がそもそも水産業も含めて直接自然に働きかける第一次
産業であって自然環境との調和的共存が前提とされまた自然環境の制約を受
けることも多いし，日本社会の歴史的な歩みのなかで産業技術の発展を中心
とした資本主義比企業の積極的な事業展開の場所となりにくかったという特
質が，その背景にあるのではないだろうか。農業は別の本で述べ，本書では
産業とは「鉱工業」のことであるといわれるかも知れないが，1950年に刊行
の初版からすでに陸上運送や海運といった「鉱工業」以外の産業も含まれて
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いるのであるから，たとえページ数は少なくても農林業の項を初版から第6
版まで一貫して設けるべきであったと，筆者は思わざるを得ない。
　その第2は，第1の農林業が含まれていないこととも関係があるかも知れ
ないが，本書の全体としての分析・叙述の視角に関してである。1952年の改
訂版から総論的考察部分の章が設けられ，1984年の第4版からは二つの章に
まで充実されたことは評価されるとしても，後半になってくるとそのはしが
きなどでも明らかなように，本書の分析・叙述の視角が時事的な経済局面と
それに対する企業的な：対応の側面に傾斜し過ぎるようになり，分析・叙述の
内容や対象としている業種や章・節の配置・構成などがそれに影響されて，
日本産業の基本的な在り方に対する批判的な視点や国民生活の充実を中心と
した視点や長期的な地球史的・人類史的な視点などが実質的な内容としては
むしろ弱まっているのではないかと思われることである。
　そしてその第3は，本書の章の構成に関してである。日本産業の全体像に
対する分析の章が設けられ，しかも日本産業の歴史的発展過程についてだけ
でなく，地球環境や産業社会システムなどの地球史的・人類史的な視点を含
んだ産業活動を取り巻く総体的な視点から検討する章まで拡充されているこ
とは評価できる。しかし産業各論では，各章の構成順序であるとか，「大きく
五つに大別した」（第5版のはしがき）産業ジャンルの構成順序や，それらの
意義・内容の説明がなされておらず，そのために各章の順序や節の構成が安
易に（少なくとも必要な説明もなしに）変更されているのではないかと思わ
れることである。
　さいごにその第4は，日本産業に対する分析視角にみられる本書の姿勢と
もいうべきものについてである。第5版のはしがきの「これまでも日本経済
は，敗戦，国際通貨危機，そして二度にわたる石油危機など，度重なる転機
に直面したが，そのつど危機に対する卓越した対応力により，見事にこれら
を乗りきってきた」という叙述（第6版のはしがきにも同様な部分がある）
などにみられる日本経済上出来論，あるいは経済大国意識の反映と思われる
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ような姿i勢が第4版以後強くなっているのではないか。第6版のはしがきに
は，「今回の不況は日本経済自らが招いた『内臓疾患』的な色彩が濃い」とい
う，そうした姿勢を少し見直しているかのような叙述もあるが，本当に見直
すべきことは，「バブル」が崩壊したことや1980年代後半以後の内需拡大期
についてだけではないのではないか。高度経済成長期以後，特に二度の石油
危機に対処する過程で強まってきた日本経済や日本産業の特質に対する日本
経済上出来論的な姿勢そのものを，もっともっと根本的に再検討しなければ
ならないのではなかろうか。
　まだ八つの版の『日本産業読本』の内容を充分に考察し終わっている訳で
はないので，ここでは詳細な注文まで付けることはできないが，少なくとも
筆者自身に取っては，今後の作業に重要ないくつかの教訓を得ることができ
たように思われる。
4．むすびにかえて
　そこでさいごにむすびとしては余りに未完成であるが，これまでのr日本
産業読本』を素材とした考察によって明らかになってきた，戦後日本の産業
発展の分析視角を明確にする作業の際に必要であると思われるいくつかの事
項を列挙しておこう。
　その第1は，まず総体的・歴史的に日本産業の現状における構造的特質を
明確にするためには，戦前日本における産業発展の特徴を踏まえながら，戦
後日本における産業発展全体の長期的な構造変化の過程を，第1章として要
約的に叙述する必要があることである。
　その第2は，そしてその日本産業の総体的・歴史的なメリヅトとデメリッ
トを明確にするためには，時事的な経済変動局面やそれに対する企業的な対
応に傾斜した視角からではなく，長期的な国民生活的・人類史的な視角か
ら，地球環境や産業社会システムなどの総体的な問題点を考慮に入れて再検
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討した部分を第2章として述べる必要があることである。
　その第3は，日本産業の歴史的・国際的特質を明確にするためには，それ
が製造業ないし鉱工業を中心とした日本産業発展の分析であることは構わな
いとしても，叙述分量の多少にかかわらず農林水産業つまり第一次産業の分
析・叙述を中心とした部分を総論的な二つの章に続く第3章として必ず設け
る必要があることである。
　その第4は，日本産業の産業構造的な変化の過程を明確にするために，鉱
工業および電力・ガス事業などを基礎素材型産業・組立加工型産業・エネル
ギー産業の三部門に分類して分析すること自体は誤りであるとは思わない
し，第4章エネルギー産業・第5章基礎素材型産業・第6章組立加工型産業
という順序が望ましいが，安易に情報産業やソフトウェア産業などの第三次
産業的な部分を安易に混在さぜないで，それぞれを十分に分析する必要があ
ることである。
　その第5は，たしかに建設業およびそのほかの第三次産業的な多くの業種
には，社会資本関連的側面と生活過程関連的側面とがそれぞれより多く目
立っているかも知れないが，国民生活を中心とした産業発展や社会資本の充
実を重視するためには，両者を統一した第7章のなかで分析・叙述していく
必要があることである。
　さいごにその第6は，食品産業は水産業を含んだり，生活関連産業に含め
られたり，全く消されてしまったりしていたが，この業種のもっている特質
ならびに国民生活にとっての重要性から考えて，第一次産業ではないものの
直接的な結びつきが強い第3章のなかに含めて，一緒に必ず叙述する必要が
あるということである。　　　　　　　　　　　　　　（1993年9月30日）
一474一
